
  

プロジェクト名：生理で学校に行けなくなる女子学生の教育環境改善事業（ウガンダ共和国） 

活動３. 生理用布ナプキン作成・サプライチェーンと地域への普及 

（活動 3-1 生理用布ナプキン作成・サプライチェーン開始に向けた準備） 

 

序論 

LUSH JAPAN 様からの資金援助により、Global Bridge Network(GBN)と協働して実施している「ウガンダ共和

国で生理で学校に行けなくなる女の子の教育環境改善事業」を持続させるため、ムベンデ県に位置する

SORAK 事務所の横に作業所を建設（2017 年）した。作業所にてボランティアと共に生理用布ナプキンの材

料購入・生産を開始し、販売に向けたサプライチェーンを実施する。 

再利用可能な生理用布ナプキン作成の目的 

SORAK 事務所横に生理用布ナプキン作成用の作業所を建設した目的は、生理用布ナプキンを生産し、プロ

ジェクトの対象外の学校や周辺地域にて販売することで本プロジェクトを持続させ、より広範囲に布ナプ

キンを普及させることで、女の子が安心して学校に通えるようにするためである。 

取り組んだ主な活動は以下である 

１． SORAK 事務所横に作業所を建設（2017 年）し、作業所にて再利用可能な生理用布ナプキン作成の開始。 

２． 生理用ナプキン作成のボランティアにて、他団体のサポートを受け、生理用布ナプキン作成に向けた

裁縫の職業訓練を受講。 

３． カンパラ（首都）の Kiyembe にて、以下の内訳で生理用布ナプキ作成用の材料を調達した。 

1. オーバーロック（かがり縫い）用ミシン 2. ボタン押し機 3. 表面用の素材 
＊皮膚に当たる部分の素材 

4. ナイロンとミシン用オイル 5. 針 6. ポリエチレン 

7. ボタン 8. 糸 9. コットン/脱脂綿 
＊経血の吸収用 

上記の材料購入において、かがり縫い用ミシンとボタン押し機は予算外だったが、布ナプキン作成におい

て必需品だったので予算内の内訳を調整して購入した。 

調達した材料は、対象校 3 校の生徒（女子 6 名、男子 2 名）による布ナプキン作成トレーニングにも使用

した 
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活動写真 

 
生理用布ナプキンで使用するコットン（脱脂綿）を持つ
SORAKのプロジェクトマネージャー 

 
生理用ナプキンを下着に固定するための押しボタン 

 

  
ボタン押し機 糸、ハサミ、針など 

 
ナイロン生地を拡げて準備万端の SORAKスタッフ 

 
布ナプキン作成用のミシンとボランティア 



 
オーバーロック（かがり縫い）用ミシンでより品質の良い
デザインに仕上げる。 

 
皮膚に当たる表面用の素材を持つ SORAKプログラムマ
ネージャー 

チバリンガ 初等学校にて、SORAKが購入した材料よ
り布ナプキン作成。 

チバリンガ 初等学校の生徒による手づくりの布ナ
プキン 

ルワウナ初等学校にて選ばれた仕立て屋（テーラー）と共
に布ナプキン作成。 

ルワウナ初等学校の生徒による手づくりの布ナプキ
ン 



プレシャス・チャイルド・ラーニング・センターにて布ナ
プキン作成 

 プレシャス・チャイルド・ラーニング・センターの生徒
による手作り布ナプキン 

SORAKの作業所にて布ナプキン作成（材料の裁断） SORAKの作業所にてボタン押し機でボタンの設置 

SORAKにて作成した生理用布ナプキン ナプキンの梱包する SORAKスタッフとボランティア 



SORAKが生産した生理用布ナプキン “Happy Pads” 

 

  
 

  
 

経過 

SORAK が生産している布ナプキンの販売は順調に進んでいる。各地域（行政区ベース）での会合の開催時

や、郡にて水・衛生プロジェクト開催時などに販売した。また、本プロジェクトの対象外の学校にも

SORKA 作成している布ナプキンについて情報が広がり、学校から受注する予定である。布ナプキンが売れ

れば売れるほど、より多くの女子が学校に通うことができる。 

また SORAK が実施した 13 行政区から 1 名ずつ女性代表が選ばれ、各地域にて SORAK の布ナプキンが広範

囲に使われるように普及（販売）活動に努める。 


